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第２回 市庁舎跡地活用市民ワークショップ 

～まちを歩いて跡地の役割を考えよう！～       平成 28 年 7 月 2 日(土) 

 

 本日の内容 1.

１．開会・・・・・・・・・・・・13:00 

２．主催者あいさつ 

３．前回の振り返り 

４．今回の目的と進め方 

①まちあるき・・・・・・・13:15 

＜休憩＞ 

②ワークショップ・・・・・14:45 

５．今後の予定 

６．閉会・・・・・・・・・・・・16:00 

 

 

 前回の振り返り 2.

前回（第 1回ワークショップ）では、「市庁舎跡地活用に関する“思い”や“期待”」について共有し

ていただきました。 

グループ発表では、「インパクトのある場所にしたい」「いろんな人が交流できる場所にしたい」「住

みたいまちを目指したい」などの意見が出されました。 

 

 

 今回の目的と進め方 3.

市庁舎跡地のあり方や具体的なアイデアを考えるためには、周辺のまちの状況（駅前や柳ヶ瀬など地域

ごとの特色や、そのつながり）を見ることが大切です。 

そこで、今回はまちあるきを実施します。実際に現地を歩いて周辺のまちの状況を把握し、市庁舎跡地

が担うべき役割を考えてみましょう！ 

 ワークショップの流れ（今回の位置付け） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 まちあるきで見ていただく“テーマ”と“テーマを見る視点” 

まちあるきでは以下のテーマ、視点を参考として現地を見てみましょう。気付いたこと・思っ

たことについて写真やメモをとってください。 

【★テーマ】 

テーマ１ テーマ２ テーマ３ 

まちなかの良いところ まちの課題や改善点 庁舎跡地の位置付け・役割のイメージ 

【★テーマを見る視点】 

① 活気や人出 にぎわいや場所による違い、人の属性（年齢、子ども連れなど）など 

② まちの機能分布 商業施設、住宅、文化施設、駐車場、その他施設、空き地など 

③ 雰囲気等 わくわく感、寄ってみたさ、人に教えたくなる、景観や外観、サインなど 

④ 回遊性 
岐阜駅～メディアコスモスまでの歩きやすさ、拠点の連続性、ストーリー性、 

飽きのこなさなど 

⑤ 岐阜市らしさ  跡地活用と一体となったアイデンティティづくりに活かせるもの、足らないもの 

 

※まちあるきを行ううえでの注意事項 

 ① 交通ルールやマナーなどを守り、事故等には十分ご注意ください。 

 ② こまめに休憩・水分補給をとるようにして、体調管理に留意ください。 

 ③ 写真撮影の際は、地域の方々のプライバシーに配慮してください。また、地域の方々の迷惑とな

らないよう大声で騒いだりしないでください。 

 ④ 個人で勝手な行動はせず、団体行動をするようにしてください。 

 

ア.にぎわい･活性化 イ.居住 ウ.学び エ.憩い

 自慢 子ども、若者  回遊、ストーリー  若い世代  体験  安心  公共

 新しさ 次世代  観光・立寄り  利便性  文化  誰もが  公益

 東海三県にない 高齢者  商業・買物  質の良い住宅  勉強  リラックス  民間ノウハウ

 他県からの注目 子育て世代  交流、昼間人口  子育て  季節感

 インパクト 外国人  歴史  安心  音楽・映画

観光客  求心力、イベント  健康  ペット

 シーズンブランド

 交通、JR、歩き
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期待・想い

①

アイデンティティ

③

機能
④

整備方針

第 1 回 跡地への思いや期待の共有 

第４回 アイデアの具体化とまとめ 

H27 年度 

H28 年度 

まちを歩いて 

跡地の役割を考えよう！ 

８／６（土）実施予定 

第 2 回 まちなかの現状と跡地の役割 

第３回 跡地活用のアイデア 

現地を歩いて、まちの状況を確認します。 

（JR 岐阜駅～ぎふメディア・コスモス） 

まちあるきで気付いた点などを共有し、 

跡地の担うべき役割を考えます。 

（場所：本庁舎 高層部 4 階 4-1 会議室） 

９／３（土）実施予定 

７／２（土）本日実施 


